
九大新町研究開発次世代拠点形成事業
ABOUT

九州大学と連携した 『研究開発次世代拠点』の形成

九州大学
伊都キャンパス

九大新町
研究開発次世代拠点
（約3.1ha）

福岡市産学連携交流センター

有機光エレクトロニクス
実用化開発センター

R1.12 福岡市消防局撮影

研究開発×交流×生活利便×居住
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研究開発棟
物販店舗棟 店舗棟

住居棟

イメージパース

九州大学の産学連携部門が入居！

レンタルラボ・オフィス

大小約60室を供用



mirai@（ミライアット）
ABOUT

社会課題解決のために、AI・IoTを含めた民間のノウハウを活用し、公民連携をさらに推
進することを目的として、民間提案の実現をワンストップでサポート。
公民連携のハブとして、福岡市の未来をつくるチャレンジを全国から募集。
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実証実験フルサポート事業
ABOUT

AIやIoT等の先端技術を活用した社会課題の解決や
生活の質の向上に繋がる実証実験プロジェクトを全面的にサポート
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＜令和３年度＞

■採択件数 12件



福岡市トライアル優良商品認定事業
ABOUT

地場中小企業が販売又は提供する優れた新商品・新サービスを福岡市が認
定し，PR等を通じて販路開拓を支援する。
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6社、12件 39,546千円
■庁内購入実績（累計）



スタートアップ都市推進協議会
ABOUT

スタートアップ都市づくりに先進的に取り組む自治体が、地域の個性を生かしたロールモデルとなり、経済関係団体とも連
携し、日本全体をチャレンジが評価される国に変えていくことをめざして、平成25年12月に
設立。
【メンバー】 （※R4.4.1現在）
福岡市（会長）、広島県（副会長） 、浜松市（副会長）、
青森市（監査役）、つくば市、千葉市、別府市、熊本市

計１県７市

＜JAPAN STARTUP SELECTIONの開催＞
スタートアップ企業と、首都圏を中心とした大企業、投資家、起業家等とのマッチングを促進するため、
「JAPAN STARTUP SLECTION – the8th Edition-」を 完全オンライン で実施した。

※ログインベース
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■商談件数76件 ■出展企業 23件 ■参加者 556名



世界のスタートアップ先進都市との連携
ABOUT 14

＜連携による主な提供サービス＞
③福岡市内のスタートアップ企業
の製品やサービスを現地で展示

②現地で開催されるセミナー、
相談会へのオンラインでの参加

①現地に関する情報提供、
起業相談、企業紹介

11か国・地域

15拠点と連携



ASCENSION ／国内外スタートアップイベントへの参加
ABOUT 15

国際ビジネスマッチングイベント「ASCENSION」を開催。
髙島市長とサンフランシスコ発のデカコーン企業「Notion」

COOとの対談や、連携先のスタートアップを対象としたビジネス
マッチングを実施し、「グローバル拠点都市福岡」を国内外に向
けてPR。

ASCENSION

国内有数のスタートアップイベント「B DASH CAMP」と連携。
福岡市ブースの出展や、福岡市スタートアップを対象とした独自
のピッチコンテストを開催するなど、スタートアップと有力VC等との
マッチング機会を創出。

国内外スタートアップイベントへの参加

髙島市長×Notion Labs. COO対談の様子

ピッチに登壇した福岡市スタートアップ



グローバルスタートアップセンター（GSC）／スタートアップビザ
ABOUT

スタートアップビザGSC

国家戦略特区における在留資格（経営・管理）申請
時の要件の規制緩和及び経済産業省認定のスタートアップ
ビザを活用し、外国人の起業を促進。

＜事例＞
【SMARTI株式会社】
代表者：ハン シュオ
出身地：中国
内容 ：音声技術や人工知能
を活用して、スマートロックや
スマートランプ等の製品開発。

福岡市スタートアップの海外展開や、海外スタートアップ
の福岡進出について、経験豊富な相談員が無料で相談対
応をおこなう。

前年度比：約1.3倍！
＜内閣府国家戦略特区HPに掲載＞
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福岡市提案！

R3年度相談件数 6,599件
政令市中累計件数１位！

累計申請件数 105件 (R3年度：9件)
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